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公益財団法人 一新会 令和６年度 事業報告 

 

公益事業１：色覚に関する研究および啓発に関する事業 

公益事業２：色覚に関する助成および色覚異常者のバリアフリーに関する事業 

 

 

1. 色覚検査表の検討、印刷および販売に関して以下の事業を行った。 （公１） 

1) 石原色覚検査表の製作・発行  

国内版として石原色覚検査表 II（38 表、24 表、14表）の製作、発行

を行う。海外版は代理店契約が行えず海外への普及啓発の実現に至

らなかった。 

2) 知的財産の保護  

商標登録「石原式」、「Ishihara」および石原色覚検査表の「ロゴ」の周知

を石原色覚検査表の転載許可に際して図るとともに石原色覚検査表の

著作権の維持、管理を行った。 

波長弁別閾値測定装置に関する特許権の維持、管理を行った 

3) 色覚検査表の品質の維持・改良  

現在まで発行している検査表について測色計を用いて色見本を測色

し、品質の維持・改良のための資料を作成した。 

4) 色覚検査に関する啓発活動  

学業、職業適性での色覚検査の重要性および色覚異常に関する適正 

な知識の啓発を眼科医会、教育委員会と連携して行った。 

5) 色覚検査表の経年変化の検討  

検査表の品質価値の保持を目的に経年変化の検討を行った。 

6) 波長弁別閾値装置の改良と臨床応用  

令和 4年度に論文報告を行った波長弁別閾値測定装置の改良と装置の

特徴である臨床での定量的色覚検査を日本大学医学部附属板橋病院に

おいて特定臨床研究を実施するための承認手続きを行った。 

 

2. 石原忍撰近距離試視力表の普及啓発事業            （公１） 

写真版による石原忍撰近距離試視力表の発行、普及啓発を行った。 

 

3. 定款に基づくその他の事業の実施 

1) 色覚検査に関する啓発・協力               （公１） 

a. 色覚検査表の適切な内容での転載許可を行った。色覚に関する文

献および資料収集を行い色覚の臨床検査に関する総説論文を英
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文で発表した。 

     b. 第 128回日本眼科学会総会において色覚に関する第 16回一新会セ

ミナーを厚生労働省の後援のもと開催した。 

     c. 第 129回日本眼科学会総会において第 17回一新会セミナー開催の

準備を行った。 

          d. 日本眼科医会、日本眼科学会、各地の教育委員などの組織に協力

して色覚に関する啓発を行った。 

2) 色覚研究に対する助成                   (公２) 

色覚研究を行っている各種団体に対する助成を行った。 

3) 色覚異常者のバリアフリーに対する助成          （公２） 

色覚異常者のバリアフリーの推進にむけて学会、行政などと協力し

て活動した。 

4) 文化事業に対する助成                  （公２） 

医学知識の普及による視機能の維持、健康に関する活動を助成した。 

 

4. 理事会の開催 

色覚検査表および色覚検査について検討をするための理事会を定期的に

開催（Web会議）した。 

 

5. 評議員会の開催 

    定款に基づき公益財団法人の評議員会（Web会議）を開催した。 

 

6. ホームページの改訂  

社会に対する情報発信としてホームページを改訂した。 


